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特集 : 果実腐敗の現 状 と対策(3 ) 

ナシ ・ セイヨウナシ果実腐敗の現状と対策

は じ め に

果実腐敗性病害 は 生産物である果実 に発生するた め ，
そ の被害 は直接減収 に結びつ く と と も に 生産者 に と っ て
は丹精込 め て 作 っ た 果実が台無 し に な り ， 生産意欲の減
退に も つ な が り かねな い。 果実腐敗性病害の 中 に は 出荷
後に発病する も の も あ り ， 大 き な 問題 と なる。

ナ シ の 果 実腐敗性病害 に は 輪紋病， 黒斑病 な ど が あ
り ， そ の発生が問題 と なる こ と も 多 い。 こ こ で は， 近年

問題 と さ れる主 要 な 果実腐敗性病害 に つ い て ， 長野県 に
お ける発生の現状 と ， 考 え ら れるい く つ か の対策に つ い
て述べ て み た い。

I ナ シ

ナ シ で問題 と なる果実腐敗性 の 病害 と し て は， ‘二十

世紀' で は黒斑病， ‘幸水'， ‘豊水' で は 輪紋病が代 表的で
ある。 ま た ， 近年宰水' で胴枯病菌 (Phomo psis fuku­
shi) に よ る心腐れ症状 (果実内部腐敗) の 発生が全国
的 に 問題 と な っ て いる。 そ の他 に も 疫病， 灰星病な ど も
果実 を腐敗 さ せる病害 で あ り (坂神 ・ 工藤， 1994) ， 疫

病 は 1998 年 に 多 発 し て 問 題 と な っ た (梅本 ・ 長江，
1998) 。

黒斑病に対 し て ナ シ の 品種 は ， 抵抗性 と 擢病性が は っ
き り と し て お り 擢病性品種の代 表 的 な も の は‘二十世
紀' である。 農林水産統計速報 に よ れ ば， 1999 年 に お け
るナ シ の 結果樹面 積 は 16 ， 900 ha で あ る。 品 種別 で は
‘幸水'が 6 ， 500 ha， ‘豊水' が 4 ， 01 0 ha と 1， 2 位 を 占 め ，
‘二十世紀' は 2 ， 900 ha で第 3 位 と な っ て い る。 ‘二十世
紀' の栽培 に お い て 黒斑病 の 発生が最 も 問題 と なる こ と
は， 現在 で も 変わ ら な い が， 栽培面積 の 1， 2 位 を占め
る‘幸水 ‘豊水' は 黒斑病 に 抵抗性で あ り ， その発生 は
全 く 問題 と な ら な い。 ‘二十世紀' の 栽培面積が‘幸水'，
‘豊水' を上回 っ て い た 頃 に は ， ナ シ に 発生する病害 の 中
で黒斑病の重要度が最 も 高か っ た が， 現在 で は ， 様相 は
やや異 な っ て き て お り ， 輪紋病や心腐れ症状の 方が大 き
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な問題 と な っ て いる。

1 黒斑病

( 1 )  発生の現状
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黒斑病 は 前 述 の 通 り ， 抵抗性品 種 で あ る‘幸水'， ‘豊
水' がナ シ栽培面積の 上位 を 占 める よ う に な っ て か ら は ，
以前 に比べる と 全国的な発生 は 少 な く な っ た 。 し か し ，
‘二十世紀' の主産県であ り ， 全国一 の ナ シ栽培県 で あ る
鳥取県や長野県 に お い て は依然 と し て 最 も 重要 な病害の
佐置 を 占 め て いる。 ‘二十世紀' の 栽培面積， 収穫量 は 長
野県 に お い て も 減 少 し ， 1999 年 に は‘幸水' が第 1位 と
な り ， そ れ に伴い黒斑病の発生面積 は減少 し て いる。 し
か し ， 長野県 で育成 し ， 栽培 を 振興 し て いる品種‘南水'
が， 黒 斑 病 に 擢 病 性 で あ る こ と か ら ( 岩 波 ・ 粛 藤，
1993) ， 黒斑病 は 依然 と し て 防除上最 も 重要 な病害 で あ

る。 黒斑病 は 果実 の ほ か， 花や葉， 枝 な ど に も 感染 し病
斑 を形成 し ， い ずれの病斑上 に も 多量の分生胞子 を速や

か に形成 し て 盛ん に 二次伝染 を繰 り 返す。 防除 を怠る と
大 き な被害 に結びつ き や す く ， 古 く か ら ‘二十世紀'栽培
は黒斑病 と の戦い と ま で い わ れて き た 。 現在 も 防除は必
ず し も 容易 で は な く ， 1995 年や 98 年 の よ う な 多 雨 の 年
に は大 き な被害 を も た ら し て いる。

( 2 ) 防除対策
黒斑病防除 は， ほ ぽナ シ の 生育全期間 に わ た っ て 必要

であ り ， 特 に 果実 は結実か ら 収穫 ま での期間 い つ で も 感
染するた め ， ど こ か の 防除が省か れる と た ち ま ち 発生 は
増加 し大 き な被害 を も た ら す。 こ れが黒斑病防除 を 困難

と し て いる最大 の理由 である。 一般に ， 黒斑病か ら 果実
を守るた め に は殺菌剤 の散布 だ け で は 不十分で， 果実袋
を使 用 する必 要 が あ る。 ‘二 十 世 紀' で は 5月 中 旬 の 小
袋， 6月中下旬 の 大袋 と 2 回 の 袋掛 け を 実施する こ と が

一般的で あ り ， こ の作業労力の大変 さ も ‘二十世紀' の栽
培 を 減少 さ せ て いる一 因 と な っ た 。 ‘南水' に お い て は 6
月 の大袋 1 回 であるが， や は り 袋掛 け は必要であ り ， 無

袋の場合 は被害が大 き く な る (岩波 ・ 粛藤， 1993) 。 ま
た ， 本病の 主要防除薬剤で あるポリオ キ シ ン剤 お よ び イ
プ ロ ジ オ ン剤 に対 し て は薬剤耐性菌の出現が報告 さ れて
お り (西村 ら ， 1972;渡辺， 1992) ， 防 除 に 当 た っ て は
連用や多数回使用 を避 けるな ど の 対策が必要 である。 疑

わ し い と き に は感受性の検定 ( 日 本植物病理学会殺菌剤
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ナ シ‘南水' 果実 を時期別暴箆し た場合の黒斑病発病巣率 ( 1996)

3 心腐れ症 状 ( 胴枯病菌に よ る果実腐敗)

( 1 )  発生の現状
那須 ら ( 1987) は心腐れ症状がナ シ胴枯病菌 に よ っ て

起 こ る こ と ， セ イ ヨ ウ ナ シ尻腐病 も 同一の病原菌 に よ り
起 こ る こ と を報告 し て いる。 ま た ， 那須 ( 1993) は 岡山
県 に お ける発生状況 と 接種試験の結果か ら ， ナ シ の果実
の形態， す な わ ち ， 果実て い あ部 の く ぼみが浅い か深い

か に よ り 心腐れ症状 と なる品種 と ， 尻腐れ症状 と なる品
種 が あ る こ と も 報 告 し て い る。 そ の 後， 梅 本 ・ 村 田
(1995) も 千葉県 に お ける本症状の発生 を報告 し て いる。

長野県 に お い て 心腐れ症状 の 発生 を 確認 し た の は 1994

年であ り (岩波 ・ 広間， 1998) ， そ れ以 前 の 発生 に つ い
て は 定かで な く ， 少 な く と も 大 き な発生 と な っ た の は こ
の年が初 め て であ っ た 。 こ の年発生 し た 品種 は ほ と ん ど
が‘幸水' で あ っ た が， ‘南水' に も 発生 は 確認 さ れ た 。 こ
の両品種 は那須 ( 1993) が指摘 し て いる よ う に ， 果 実 て
い あ部の く ぼみが深 く ， 心腐れ症状 を発生するタイ プの
品種 で あ っ た 。 那須 ら ( 1987) ， 那須 ( 1993) は 心腐れ
症状 を示す品種 と し て ‘鴨梨二‘愛宕'， ‘幸水' を あ げ， 梅
本 ・ 村 田 (1995) も ‘幸水' で心腐 れ症状 を 確認 し て い
る。 本年 2月 に 開催 さ れた 果樹課題別検討会 で は 本症状
が課題 と し て取 り 上 げ ら れ， 現在 で は 岡山， 千葉， 長野
の ほ か， 秋田， 埼玉， 広 島 お よ び福 岡 な ど で も そ の発生
が確認 さ れて お り ， 全国的 に 本病の発生が問題 と な っ て
いる。 岡山県 で は ‘愛宕' での発生 も 問題 と し て いるが，
他県 で は 主 と し て ‘幸水' で問題 と な っ て いる。 本症状の
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薬剤耐性研究会， 1998) を 実施する こ と が望 ま し い。
2 輸紋病

( 1 )  発生の現状
ナ シ， セ イ ヨ ウ ナ シ， お よ び リ ン ゴの輪紋病 は 同一の

病原菌 (Botηo sphaeri・á b ereng eriana f.  sp.ρiricola) に
よ っ て起 こ る。 果実では軟腐症状 を 伴 う 同心円状の輪紋
病斑 を生 じ， 枝幹 に は特有の い ぽ を 形成する (坂神 ・ 工
藤， 1998) 。 輪紋病 は黒斑病 と は逆 に ， 栽培主要品種が，

‘二十世紀' か ら 宰水'， ‘豊水' へ と 変遷する に 従 っ て 増
加 し て き た 病害 で あ り ， ‘幸水' や‘豊水' が， ‘二十世紀'
と 異な り ， 無袋で栽培 さ れる こ と が そ の原因である。 新
田 ら ( 1996) ， 尾形 ら ( 1997) は 品種間 の 感受性 を 検討
し ， ‘幸水' の擢病性が高い こ と を報告 し て いる。 無袋で
栽培 さ れる品種の増加 に 加 え ， 本病 は比較的高温 での感
染が多 い こ と か ら ， 今後温 暖化が進 む よ う であ れ ば さ ら
に ， 本病の被害が増加する こ と も 懸念 さ れる。

( 2 ) 防除対策
果実の発病時期 は収穫直前か ら で， 収穫後 に発病する

こ と も 少 な く な い。 本病 は代表的 な雨媒伝染性病害で，
主 要感染期 は 6�7月の梅雨期 間 中 で あ り ， 発病状況 を
参考 に し な が ら 防除 を 実施する こ と は事実上不可能であ
る。 本病防除 に 対 し て は有袋栽培の効果が高いが， 現在
の 主 力 品種である‘幸水'， ‘豊水' は 無袋栽培が一般的で
あ り ， 現在 の と こ ろ 防除対策は殺菌剤の使用 に頼 っ て い
る。
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セ イ ヨ ウ ナ シ栽培 に お い て は ， 輪紋病が最 も 重要 で あ
る。 特 に セ イ ヨ ウ ナ シ の栽培地 と し て は比較的南 に 位置
する長野 県 に お い て は ， 輪紋病 の 発生 は 常 に 問 題 と な
り ， 一時期生産が減少 し た の も 本病防除が困難で あ っ た
た め で ある。

1 翰紋病

( 1 )  発生の現状
セ イ ヨ ウ ナ シ に お い て は ， 輪紋病の発生 は 常 に 問題 と

なる。 特 に ， 降雨の 多 い 年 に は顕著であ り ， 長野県 に お
い て は 1998 年 に 大発生 し た 。 こ の 年 に は 袋掛 け を 実施
し て い て も 発病が多 く ， 現地で は 袋の効果 に 疑問が持た
れ た 。 98 年 は 降雨 が 多 か っ た だ け で な く ， 春先か ら 全
国 的 に 高温 傾 向 が続 き ， 生育 は 10 日 前後早 ま っ た 。 防

除や袋掛け な ど の諸作業 は お お むね生育ス テ ー ジ に併せ

て 実施 さ れて い た が， 間 に 合わ な い場合 も あ り ， こ の年
の輪紋病の多発 は袋掛 け の効果の 問題で は な く ， 結果的
に被袋時期や 防除時期が遅れ， 袋掛 け 前 に 感染 を 受 け た
た め と 推定 さ れた。 今後 も 異常気象の 年や温 暖化が進 む
よ う な ら 同様の被害 を 受 ける こ と が懸念 さ れる。

( 2 ) 防除対策
大沼 ら (1976) は ， セ イ ヨ ウ ナ シ の 果実感染 は 6月上

旬 か ら 収穫期 ま で見 ら れ， な か で も 降雨量が多 い 時期 に
感染が多 い と し た 。 ま た 川 合 ら ( 1992) は ， 6月か ら 9

用， 努定痕への 塗布剤施用 な ど， 胴枯病対策 を励行する
こ と と なる。 ま た ， 本症状 の場合， 防除等 に よ り 発生 を
少 な く する こ と は 当然重要であるが， 擢病果実 を市場へ
出荷 し な い こ と も 重要 で あ り ， 選果段階で擢病果 を 見極
め ら れる よ う な対策 も ， 今後重要である。

セイヨウナ シE 

ナシ ・ セイヨウナシ果実腐敗の現状と対策

最大の 問題 は， 腐敗の発生が出荷後 に 確認 さ れる こ と が

多 く ， 流通業者や消費者か ら の ク レ ー ム に結びつ い て ，
産地の イ メ ー ジ を損ねて し ま う こ と に ある。

( 2 ) 防除対策
本症状 に対する明確 な 防除対策は 現在 な い。 本症状 に

類似 し て いるリ ン ゴ心 か び病 も 防除が困難で あ り ， 品種
北斗'に発生が多 く ， 品種特異性 の高い病害 と さ れて い
る (坂神 ・ 工藤， 1994) 。 本症状 も 特定 品 種 に 発生する
こ と は， リ ン ゴ心 か ぴ病 と 変わ ら な い が， 発生する品種
が現在栽培面積第 1 位の‘幸水'で あ り ， 品種特性の一言
で は 片 づ け ら れ な い深刻 な 問題 と な っ て い る。 那須 ら
(1994) は袋掛 げ に よ っ て 防除効果が得 ら れ， 袋掛 け 時
期は早い ほ う が良 く ， 薬剤散布 と 組み合わ せる こ と に よ

り 一層そ の効果 は高 ま る と し て いるが， ‘幸水' は通常無
袋栽培であ り ， 袋掛 け の 実施 は難 し い。 本症状 に つ い て

は， なぜ最近 に な っ て増 え て き た の か な ど， 不明な点が
多 い。 そ こ で， 感染時期 を知るた め に行 っ た 試験の結果
か ら ， 主 な感染時期 は 開花期間 中~幼果期 と 推定 さ れた
(表-1， 岩波 ・ 広間， 1998) 。 ナ シ胴枯病菌の伝染源であ

る柄胞子 (α胞子) の 飛散盛期 は 4.......5月 と さ れ て お り
(渡辺， 1991 ) ， 開花期間 中~幼果期が主要な感染時期 と
すれば， こ れ と 合致する。 そ こ で， こ の期聞 に殺菌剤 を
散布す れ ば防除可能 で は な い か と 考 え ， 1999 年 に 接種

条件下で数種殺菌剤の効果 を検討 し た が， 残念な が ら い
ずれの薬剤で も 明確な効果 は 確認で き な か っ た 。 1 回 の
試験であるの で， 今後 も 継続 し て 試験 を 実施する必要 は
あるが， 現在 の と こ ろ 殺菌剤 に よ る防除 は難 し い と い わ
ざる を 得 な い 。 し た が っ て ， 消極的で あるが， 防除対策
と し て は 同一病原菌 に よ っ て 起 こ る胴枯病 自 体 を 減 じる
こ と が重要であ り ， 病斑の 除去 と そ の後への塗布剤の施

果実内部腐敗症状 (心腐 れ) の時期別接種 に よ る 発病 (1996)表 - 1

月om，仰s属菌の分離数

心腐果刷 心下部C)

腐敗 果実数.)調査

果数 正常果

4 月 30 日
5 月 10 日

5 月 20 日

5 月 30 日
6月10 日
6 月 20 日
7 月 1 日
7 月 10 日
7 月 22 日
7 月 30 日

無接種有袋

無接種無袋

nu

nu

nυ

nL

nL

AU

'l

'i

au宅

唱i

nυ

ハU

q、u

n，hM

q唱U

のyu

qもU

Fnv

q毛u

n，“

nru

n4d

何唱U

句Eム

噌EA

n，UM

----

2 

心下部

4 (22 .2)  
4 (66 . 7) 

12 (70 . 6) 
4 (25 . 0) 
6 (33 .3 ) 
7 (35 . 0) 
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2 ( 10 . 0) 
5 (50 . 0) 
。
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1 ( 5 . 0) 

au

au

勾t

au

只u

ov

oo

nu

nu

ou

oυ

nv

唱目ふ

唱EA

唱EA

'EA

内FU.

，EA

nFH

nru

'EA

nr“

内F“

媛種時期

。

一一一 9 一一一

。
叫: ( ) 内数値 は腐敗 果率(%)， b) : 心上部腐敗 果 を 含む c) : 心下部腐敗 果.



272 植 物 防 疫 第 54 巻 第 7 号 (2000 年)

月 ま で感染するが， 重点防除期 は感染 の 多 い 6月後半か
ら 8月前半 と し た 。 1998 年 の 多 発生 を 受 け， 翌 99 年 に

接種 に よ っ て 果実の病原菌 に対する時期別 の感受性 を調
査 し た と こ ろ ， 5�9月 の 間 ほ ぽ全期間発病 し ， 条件 さ
え 整 え ば生育期間中 は ほ と んどい つ で も 感染 の危険性が
あ る も の と 考 え ら れ た (表一 2) 。 一 方， 新 田 ら ( 1996)
の方法 に 従 い， 柄胞子の 飛散消長を調査 し た結果， 長野
県 に お ける輪紋病菌柄胞子の飛散 は調査 を 開始 し た 5月
1 半句か ら 認 め ら れた が， 大量 の 飛散 と な っ た の は 5月
6 半旬 か ら で あ り ， 9月 3 半旬 ま で続 き ， 飛散の ピ ー ク

は 7月 4 半旬 で あ っ た ( 図 2) 。 こ の結果， 長野県 に お
い て は， 柄胞子 の飛散量が増加する 5月下旬頃か ら が防

除上の重要時期 と 考 え ら れる。 川 合 ら (1994) は ボ ル ド
ー液の使用 に よ り ， 無袋での栽培 も 可能 で ある と し て い

るが， 果面の 汚染が発生するた め ， 長野県 に お い て は 一

般 に は ボ ル ド ー 液 は 使用 せ ず有袋栽培 を 原則 と し て い
る。 袋掛 け は ， 5月末�6月 中 旬 頃 ま で， で き れ ば梅雨
入 り 前 ま で に 終了 し て お け ば， 通常年では高い 防除効果
が得 ら れる も の と 期待 さ れる。

2 そ の他

近年， 炭痘病 も セ イ ヨ ウ ナ シ に 発生する こ と が報告 さ
れ て い る (深谷 ・ 加藤， 1992;菅野 ら ， 1999) 。 現在 の

と こ ろ そ の発生 は ， 輪紋病 に比べればわ ずかで， 大 き な

問題 と は な っ て い な い が， 広範な作物 で本病の 発生が近

接種目

表 - 2 'ラ ・ フ ラ ン ス '果実 へ時期別 に輪紋 病菌 を接種 し た 場合の発病(1999)

調査 累積 発病果率 ( % ) ')

果数 9/10 9/15 9/20 9/25 9/30 10/4 10/5b) 10/12 10/19 10/26 1 1 /8 

5 月 1 1 日 20 10 . 0  20 . 0  25 . 0  30 . 0  30 . 0  45 . 0  55 目 o 80 . 0  95 . 0  100 . 0  100 . 0  

5 月 21 日 24 0 . 0  8 . 3  8 . 3  8 . 3 20 . 8 29 . 2 4 1 . 7  75 . 0  87 . 5  87 . 5  95 . 8  
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叫: 収穫前 は病落果率 b) : 収穫 日 . 供試果実 は接種時以外は有袋条件， 殺菌剤散布は慣行 .
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年大 き な 問題 と な っ て お り ， 今後本病の発生 に つ い て も
注意 を払 う 必要が あ ろ う 。
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新しく登録された農薬(12.5.1........5.31)
掲載 は ， 種類名， 有効成分お よ び含有量， 商品名 (登録番号 : 製造業者又 は 輸入業者) 登録年月 日 ， 対象作

物 : 対象病害虫 : 使用時期 お よ び回数など。 た だ し ， 除草剤 に つ い て は， 適用雑草 : 使用方法 を 記載 (… 日 … 回
は収穫何 日 前 ま で， 何 回以 内散布又 は摘採何 日 前 ま で， 何 回以 内散布の略) 0 (登録番号 20384�20389)

「殺虫剤J デンプン液剤
エチルチオメ ト ン粒剤 デ ン プ ン 5 . 0%
エ チ ル チ オ メ ト ン 5 . 0% 粘着 く ん液剤 (20388 : ア グ ロ ス ) 12. 5 . 15 
TD 粒剤 (20387 : 三共) 12 . 5 . 15 か ん き つ : ミ カ ンハダニ : 収穫後か ら 萌芽前 ま で 4 回，
稲 : ウ ン カ 類 ・ ヨ コ バ イ 類 : 水陸 苗代 ， 本 田 : 50 日 2 な す ・ い ち ご : ハタ+ニ 類， き ゅ う り ・ パ セ リ : ワ タア

回散布， ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ ・ ヒ メ ト ビ ウ ン カ : 育苗 プ ラ ム シ， ト マ ト : タバ コ コ ナ ジ ラ ミ : 収穫前 日 ま で
箱 : 移植前 3 日 ~直前 : 2 回 : 育苗箱の苗の上か ら 均 6 回， 茶 : カ ン ザ ワ ハダニ : 摘採前 日 ま で 6 回， 散布
ーに 散布， み か ん : ミ カ ン ネ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ : 30 
日 2 回 : 表土混和， キ ャ ベ ツ : ア プ ラ ム シ類， は く さ
い ・ だ い こ ん : ア プ ラ ム シ類 ・ キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ， ね
ぎ : ネダニ ・ ネ ギハ モ グ リ パエ ， た ま ね ぎ : タマネギ
パエ ・ タネパ エ ・ ネダニ ・ ア ブ ラ ム シ 類， ら っ き ょ
う : ネダニ : は種文 は 定植時 : 1 回 : 植穴又 は播溝処
理土壌混和， な す : ア ブ ラ ム シ類 ・ ハダニ類 ・ テ ン ト
ウ ム シダマ シ若齢幼虫， ト マ ト : ア ブ ラ ム シ類 ・ ハ モ
グ リ パェ : 定植時 1 回株元散布， き ゅ う り : ア ブ ラ ム
シ類 ・ ア ザ ミ ウ マ 類， す い か : ア ブ ラ ム シ類 ・ ハタ+ニ
類 : 定植時 l 回植穴散布， ば れ い しょ : ア ブ ラ ム シ
類 ・ ナ ス ノ ミ ハ ム シ : 植付時I 回植穴散布又は播溝散
布， れん こ ん : ア ブ ラ ム シ類 ・ イ ネネ ク イ ハ ム シ : 植
付時 : 植穴散布， だ い ず ・ あ ず き : ア ブ ラ ム シ類 ・ ハ
ダニ類， そ ら ま め ・ い んげん ま め : ア ブ ラ ム シ類 : 60 
日 1 回 : 株元散布又 は播溝散布， え んど う ま め : ナ モ
グ リ パエ : 60 日 1 回 : 播溝散布， み つ ば : ヒ メ フ タ
テ ン ヨ コ バ イ : 90 日 3 回 : 散布， 採種用 ほ う れ ん そ
う : ア ブ ラ ム シ類 : 株元散布， 採種用 た ま ね ぎ : ア ザ
ミ ウ マ類 : 抽苔期 : 株元散布， 花房施用後開花後 : 花
房散布， さ と う き び : ハ リ ガネ ム シ類 : 植付期 1 回 :
植溝施用土壌混和， た ば こ : ア ブ ラ ム シ類 ・ ア ザ ミ ウ
マ類， き く : ア ブ ラ ム シ類 ・ ハダニ類， ば ら ， と ど ま
っ ・ え ぞ ま つ (造林地幼木) : ア ブ ラ ム シ 類 : 散布，
ヒヤ シ ン ス ・ ゆ り ・ チ ュ ー リ ッ プ : ア ブ ラ ム シ類 ・ ネ
ダ ニ， 果 樹 ・ 花 木 (苗 木) : ア プ ラ ム シ 類 ・ ハ ダ ニ
類 ・ グ ン パ イ ム シ : 床土混和， す ぎ (苗木) : ス ギノ
ハダニ : 床土混和及 び株間散布

「殺虫殺菌剤」
ア セタミプ リ ド ・ チオフアネー ト メ チル エ ア ゾル
ア セ タ ミ プ リ ド 0 . 10%
チ オ フ ァ ネー ト メ チ ル 0 . 15%
モ ス ピ ラ ン ・ ト ッ プ ジ ン M エ ア ゾ ー ル (20386 : 日 本曹

達) 12 . 5 . 15 
き く : 黒斑病 ・ 褐斑病 ・ ア ブ ラ ム シ類， ば ら : 黒星病 ・

ア ブ ラ ム シ類 : 発生初期 : I噴射液が均一 に なる よ う に
数回断続 し て 噴射する : 5 回

「除草剤」
グ リ ホサー ト イソプ ロ ピル ア ミン塩液剤
グ リ ホ サ ー ト イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ン塩 4l . 0%
マ ルガ リ ーダ (20389 : 住商ア グ ロ イ ンター ナ シ ョ ナ ル)

12 . 5 . 15 
公園 ・ 提 と う ・ 駐車場 ・ 道路 ・ 運動場 ・ 宅地 ・ の り 面 ・

鉄道等 : 一年生雑草 ・ 多年生雑草 : 雑草生育期 3 回 :
雑草茎葉散布

「植物成長調整剤」
ウ ニコナゾー ル P複合肥料
ウ ニ コ ナソ-1レ P 0 . 012% 
ス マ ッ シ ュ 14 (20384 : エ ム ・ ジ ー ・ エ ス ) 12 . 5 . 10 
ス マ ッ シ ュ 21 (20385 : ェム ・ ジ ー ・ エ ス ) 12 . 5 . 10 
水稲 : 節間短縮に よ る倒伏軽減 : 出穂 25�10 日 前 1 回

湛水散布
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